
①工事の支障となる不明構造物が発見されたが、
　河川管理者との協議を経て安全かつ環境に配慮
　した適切な工法で撤去を行うなど、柔軟に対応
　した。

②契約後、変状が確認された河川法面の街路灯に
　対し、受注者は照明基礎の補修方法を提案する
　など積極的かつ適切に対応した。

③受注者は以下の新技術等を積極的に活用するな
　ど熱意をもって取り組んだ。
・ICT技術の活用により作業の効率化に努めた。
・低炭素化のためHTTに取り組んだ。

令和７年度　建設局　優良工事等　公表案件

【主たる技術者名】 現場代理人兼監理技術者　　石川　淳

【 件　名 】

【工事場所】

【 工　期 】

路面補修工事（５二の１３）及び防護柵設置工事（５二－１）

東京都世田谷区野毛二丁目地内から大田区田園調布四丁目地内まで
（主要地方道大田調布線（第11号）多摩堤通り）

令和６年２月１３日から令和７年２月２７日まで

【概要】

【表彰理由】

【受注者名】 アサヒ道路株式会社

・車道舗装工（ICT施工）　6,872㎡
・車道舗装工　　　　　　　  634㎡
・歩道舗装工（密粒）　　　  424㎡
・薄層カラー舗装工　　　　  721㎡
・車両用防護柵設置工           159ｍ
・転落防止柵設置工　　　　 　23ｍ
・道路照明建替え工　　　　　　2基
・平ブロック張工　　　　　　　2箇所

①コア削孔による躯体の縁切り

②照明基礎の建替え ③ICT施工


